
　
避
難
所
で
は
市
が
テ
ン
ト
を
設

　
け
ま
す
の
で
、
飼
い
主
が
ゲ
ー

　
ジ
を
用
意
し
管
理
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

■『
ゲ
ー
ジ
』に
慣
ら
す
方
法

○�

普
段
か
ら
休
め
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し

て
お
く
。

�

○�

ゲ
ー
ジ
の
中
で
フ
ー
ド
を
与
え
る
な
ど
、
良

い
印
象
を
持
た
せ
る
。

○�

ゲ
ー
ジ
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
ら
ほ
め
る
。

■『
ゲ
ー
ジ
』の
種
類

�

○�

寝
そ
べ
る
こ
と
が
で
き
、
広
す
ぎ
ず
、
狭
す

ぎ
な
い
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
。

�

○�

柔
ら
か
い
素
材
よ
り
も
、
硬
い
素
材
の
方
が

安
全
度
は
高
い
。

　

い
ざ
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
あ
な
た
の

家
族
と
ペ
ッ
ト
が
共
に
安
全
に
避
難
で
き
、
一

緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構

え
と
備
え
が
大
切
で
す
。

　

飼
い
主
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
何
を
準
備

し
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
を
し
て
お
け
ば
い
い

の
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て

～「
同
行
避
難
の
必
要
性
と
備
え
」を
知
っ
て
お
こ
う
～

　
災
害
が
発
生
！

　
避
難
を
す
る
場
合
に
は
…
？

　

避
難
の
指
示
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避
難（
同
行
避
難
）を
し
ま

し
ょ
う
。

○�

過
去
の
災
害
か
ら
、
ペ
ッ
ト
を
家
に
残
し

た
場
合
、「
世
話
が
で
き
ず
に
ペ
ッ
ト
が
亡

く
な
る
、
行
方
不
明
に
な
る
」と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

○�

ペ
ッ
ト
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
、
心

配
に
な
る
た
め
、
飼
い
主
の「
心
の
ケ
ア
」

と
し
て
も
大
切
で
す
。

　
避
難
所
の
ペ
ッ
ト
の
受
入
態
勢
は
、

　
ご
存
じ
で
す
か
？

○�

避
難
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
人
は
一
緒
に
生

活
で
き
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
は
ま
と
め
て
、

施
設
の
外
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
動
物
が
苦
手
な
人
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
な

ど
へ
の
配
慮
の
た
め
）

○�

避
難
所
に
は
、「
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
」
な
ど
の

ペ
ッ
ト
用
品
は
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※�

避
難
所
の
生
活
で
は
、
鳴
き
声
や
抜
け
毛
、

臭
い
な
ど
、
普
段
以
上
に
周
り
に
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
動
物
の
世
話
を
飼

い
主
が
協
力
し
合
い
、
ペ
ッ
ト
の
避
難
所

を
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え

　（
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
備
え
）は
、

　
飼
い
主
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

■
病
気
予
防
と
健
康
管
理

�

○
狂
犬
病
予
防
接
種（
犬
の
場
合
）

○
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種

○
寄
生
虫
の
駆
除

○
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
爪
切
り

■
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け

○
ケ
ー
ジ
の
中
に
入
る
こ
と
を
嫌
が
ら
な
い

○
決
め
ら
れ
た
場
所
で
の
排
泄

○�

不
必
要
に
吠
え
な
い
、
ま
た
人
を
威
嚇
し
た

り
攻
撃
し
な
い（
犬
の
場
合
）

○�「
待
て
」「
伏
せ
」
な
ど
の
基
本
的
な
し
つ
け

（
犬
の
場
合
）

○
人
や
ほ
か
の
動
物
を
怖
が
ら
な
い（
猫
の
場
合
）

■
備
蓄
品
な
ど
の
用
意

○
フ
ー
ド
・
水（
数
日
分
）・
食
器

○
予
備
の
首
輪
・
リ
ー
ド

○
排
泄
物
の
処
理
用
具

○
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ジ　

○
シ
ー
ツ
、
タ
オ
ル
、
お
も
ち
ゃ　

○
愛
犬
手
帳　

な
ど

地
震
が
起
き
た
際
の
初
期
行
動
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
北
地
方
に
お
い
て

発
生
し
た「
東
日
本
大
震
災
」の
発
生
か
ら
5
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

地
震
や
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た「
東
日
本
大
震
災
」で
す
が
、
地
震
直
後

の
避
難
の
遅
れ
が
人
的
被
害
の
要
因
の
１
つ
で

あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
直
後
の
初
期

行
動
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
命
を
護
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
ら
よ
い
か

事
前
に
把
握
・
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

地震発生時の行動 ( 身を護る行動を！ )

１

身の安全を確保する【シェイクアウト姿勢】
　→①ドロップ：姿勢を低くし
　→②カバー：頭部・体を保護姿勢にして
　→③ホールドオン：しばらくそのままの体勢でいる
※転倒落下物から身を守る場合は机の下にもぐる、座布
団・カバンなどで頭を守る、家具から離れる　など

２ 可能であれば、ドアを開けて、出口を確保する。

３
原則は、「安全ゾーン（転倒落下物の少ない閉じ込められ
ない場所」へ退避する。倒壊の恐れのある古い建物の場合
は、「机の下に身を隠す」方法が正しいとは限らない。

地震発生！

地震が発生したら、
まずどうすればいいの？

⇒まず、自分の身を守る
　　　　　　　　（自助）

地震が収まったら、
どうすればいいの？

⇒お互いに助け合う
　　　　　　（共助）

地震が収まった後の行動 ( 安全な場所へ避難 )

４
火を使っていたら、揺れが収まってから直ちに消す。（発生
時、目の前で火を使っていた場合は火を消すことが最優先）

５ 同じ自宅内にいる家族の確認を行う。

６
自宅から離れる場合、避難する場合には、必ずブレーカー
を落とす。（停電復旧後の 『※ 通電火災 』 を防ぐ）

７ 無事であることを知らせるため、白色タオルを外から見え
る箇所にかかげる。（道沿いの柱、玄関先など）

８

自宅に倒壊の恐れがある場合には、非常時持出品（水と各
自必要なもの）を持ち、落ち着いて自主防災会ごとに決め
られた一時避難場所に避難する。（自宅に倒壊の恐れが無
い場合には、自宅に留まっても良い。）落ち着いて

　避難しましょう
※『通電火災』とは？
　地震発生時には「通電火災」に注意が必要です。
　「通電火災」とは、地震発生時に倒れたストーブ等が停電復旧に伴
い、再稼働し火事を引き起こすものです。
　避難する場合には、必ずブレーカーを切って、避難してください。
（阪神・淡路大震災の建物火災の内、約60％が「通電火災」によるもの
だったという統計もあります。）

画像提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会

災害発生時、
自分の身は自分で守る！
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